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◆報告集会（札幌弁護士会館）の様子◆ 

 

１１
月
７
日
、
札
幌
地
裁
で
生
存
権
裁
判
第

４
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
し
た
。
裁
判
の

傍
聴
と
そ
の
後
の
報
告
集
会
に
は
、
３
名
の

原
告
（
菊
池
繭
美
さ
ん
・
佐
賀
光
江
さ
ん
・
七

尾
真
美
さ
ん
）
、
と
６
名
の
弁
護
団
、
５４
名
の

支
援
者
の
計
６３
名
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。
新

聞
社
も
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。 

 

裁
判
に
先
立
っ
て
細
川
久
美
子
原
告
世
話

人
代
表
か
ら
七
，
八
二
六
筆
の
署
名
が
裁
判

所
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

～１１・７ 札幌地裁 第４回口頭弁論～ 

63 名集結、署名７，８２６筆提出！！ 

１２月１９日（金）１４時より 

札幌地裁に第２次訴訟（佐藤百茂子さん・

佐藤由美子さん）を提起します。１階ロビーにお集まり下さい！！

国民救援会道本

部・守屋会長から

連帯のご挨拶 

～７，１１８筆の署名提出～ 

 １０月２８日、釧路地裁で第４回口頭

弁論が行われました。原告の成田純子

さんも、傍聴に訪れた大勢の支援者に

囲まれて元気です。裁判に先立って７，

１１８筆の署名を提出しました。 
出迎えを受ける原告・弁護団 

◆１０・２８釧路地裁第４回口頭弁論



◆報告集会（札幌弁護士会館）◆ 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

後列；左から東区の大久保さん、

安部弁護士、芝池弁護士、中島弁

護団事務局長、増川弁護士、多田

弁護士。 

前列；左から三浦事務局長、内田

弁護団代表、原告の七尾真美さ

ん、佐賀光江さん、菊池繭美さん、

司法書士の安東さん、細川原告団

世話人代表の各氏。 

○ ～集会の様子～集会では、まず内田信也弁護団代表による裁判の到達点と今後の方針につ

いての説明に続き、原告・原告予定者・弁護団からそ ぞれ決意表明がありました。また、

○ 

「

れ

司法書士の安東さんからの支援の挨拶、細川久美子原告団代表世話人から原告の近況報告が

あり、最後に三浦誠一事務局長から３点の行動提起がなされ、閉会となりました。 

～今回の焦点（原告側「準備書面（２）」と「意見書」より）～ 

母子加算の削減・廃止は、生活保護法第５６条違反」 

被保護者は、正当な理由がなければ、既に決定された保護を、不利益に変更されることがない 

被告側は、この条文にある「正当な理由」があるからといって母子加算のカットを合理化しよ

多

うとしています。その「理由」とは、一般の勤労母子世帯との比較で生活保護世帯の方が収入が

くなるというものです。しかし、被告のこの主張は、厚労省の問題点の多い統計を元にして出

された平成１６年の「専門委員会」の報告書に基づいています。これに対し弁護側は比較をする

なら夫婦揃っている世帯と比較すべきであること、根拠としているサンプル数が非常に少ないこ

と、当の「専門委員会」の報告書ですらカットに「慎重」であったことなどをあげて、反論・釈

明を求めました。被告は年内の回答を渋り、次回は来年２月に持ち越されました。 

～３つの行動提起（三浦誠一・支援する会事務局長）～ 

① １２／１９ 第２次提訴の日です。札幌地裁に１４：００にお集まり下さい。 

② ２００９年 ２／７ 支援する会第２回総会へのご参加を。 

１３：３０～１６：３０ 札幌社会福祉総合センター 記念講演；小川政亮氏 

③ 第２年度の会費・募金納入をお願いします。 

♪トピックス♪道退教（全北海道退職教員の会）より、署名２１１筆が届きました！！ありが

とうございました。子ども達のためにともに頑張りましょう！！ 


